









Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja















































resonance angiography，MRA) でDICOM (digital 













ける工程 (メッシング ) に進む．メッシュは細かければ
【総説】
数値流体力学の基礎と脳動脈瘤への臨床応用













　流体が円管内を流れると，流体 (血液 ) の粘性によっ























動流を二拍動 (1.8秒 ) 流すシミュレーションをコン
ピューターが行う．シミュレーションが始まると0.005
秒毎に各メッシュにおける血流速度と圧力をコンピュー
































































































































































































体として解析する流体構造連成 (Fluid Structure 
Interaction) 解析が必要である．流体構造連成解析では
血管壁の弾性や厚さなどの物理的な特性を条件に入れて
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図 4.数値流体力学解析と 4D flow MRIの比較
 最大血流速度の 75%以上の瘤内血流曲線が数値流体力学解析
と 4D flow MRIで一致する症例 (a-c) と比べて，一致しない
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